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まにわまにわ市   章

20,353人

9,374人

706,240人

83,581人

316,448人

306,216人

1,755,779人

108,656人

289,154人

199,001人

13,338人

282,283人

793,802人

209,962人

242,363人

253,056人

169,556人

0人

真庭市

3,117,946人

238,339人

米国
ブラジル
インド
ロシア
ペルー
チリ
英国
メキシコ
スペイン
イラン
パキスタン
イタリア
南アフリカ
サウジアラビア
トルコ
ドイツ

東京
大阪
神奈川
埼玉
北海道
千葉
福岡
兵庫
愛知
京都
石川
富山
茨城
広島
岐阜
群馬

（133,290）

（69,184）

（21,604）

（10,826）

（11,314）

（6,682）

（44,687）

（33,526）

（28,401）

（12,305）

（5,058）

（34,926）

（3,720）

（2,100）

（5,300）

（9,057）

バングラデシュ
フランス
コロンビア
カナダ
カタール
アルゼンチン
中国
エジプト
スウェーデン
インドネシア
イラク
ベラルーシ
エクアドル
ベルギー
カザフスタン
アラブ首長国連邦

沖縄
福井
鹿児島
滋賀
奈良
宮城
静岡
栃木
新潟
福島
愛媛
長野
山梨
高知
山形
和歌山

クウェート
ウクライナ
フィリピン
オマーン
オランダ
シンガポール
ポルトガル
ボリビア
パナマ
ドミニカ共和国
ポーランド
イスラエル
韓国
オーストラリア

大分
熊本
佐賀
三重
山口
岡山
香川
青森
島根
長崎
宮崎
秋田
徳島
鳥取
岩手

7,272（325）

1,915（86）

1,653（97）

1,352（67）

1,282（101）

1,062（46）

898（33）

720（45）

528（34）

415（18）

300（27）

230（22）

189（10）

171（3）

162（7）

155（19）

145（7）

122（8）

122（0）

104（1）

102（2）

99（1）

91（1）

90（0）

86（0）

82（0）

82（5）

77（0）

75（1）

74（3）

71（1）

66（3）

60（1）

49（3）

47（0）

46（1）

37（0）

28（0）

28（0）

27（1）

24（0）

19（1）

18（0）

16（0）

9（1）

4（0）

0（0）

計12,230,647（554,626）人 計20,353（981）人

日本の新型コロナウイルス感染者数（死亡者数）世界の新型コロナウイルス感染者数（死亡者数）
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1,755,779　　

793,802　　

706,240　　

316,448　　

306,216　　

289,154　　
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（2,238）

（29,965）

（4,791）

（8,797）

（142）
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（3,617）

（5,500）

（3,417）
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（1,638）

（839）
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175,494　 
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102,110

90,693　
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79,254　
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70,736　

69,612　

64,411

64,221　
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52,285　　
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生
成
装
置
等
の
購
入
746
万
円
。

　

衛
生
費
は
市
有
施
設
等
の
感

染
予
防
資
材
購
入
費
319
万
円
。

商
工
費
で
は
帰
省
で
き
な
い
人

に
真
庭
の
地
域
産
品
を
送
る
こ

と
を
支
援
す
る
事
業
１
，
５
０

０
万
円
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
普
及
に
向
け
た
機
器
購
入
等

を
支
援
す
る
事
業
300
万
円
。

　

教
育
費
で
は
、
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
１
人
１
台
端
末
と
高
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
Ｇ

ギ
Ｉ

Ｇ
ガ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
整
備
事
業

３
億
８
，６
９
４
万
円
、小
中
学
校

の
感
染
予
防
資
材
購
入
費
331
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。

　

総
務
費
は
、
家
計
へ
の
支
援

と
し
て
全
市
民
１
人
あ
た
り
10

万
円
を
給
付
す
る
特
別
定
額
給

付
金
事
業
44
億
９
，
４
９
２
万

円
、
市
職
員
が
在
宅
勤
務
を
試

行
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
実
証
事
業

292
万
円
。

　

民
生
費
は
、
子
育
て
世
代
の
生

活
支
援
と
し
て
児
童
手
当
受
給

世
帯
の
児
童
１
人
あ
た
り
１
万

円
を
給
付
す
る
子
育
て
世
帯
臨

時
特
別
給
付
金
支
給
事
業
５
，５

０
５
万
円
、
認
定
こ
ど
も
園
の
園

児
用
マ
ス
ク
や
次
亜
塩
素
酸
水

2

臨
時
会

（
単
位：万
円

　

千
円
を
四
捨
五
入
）

  

令
和
２
年
度
５
月
補
正
予
算

 

49
億
８
，６
２
７
万
円
を
可
決
し
ま
し
た

   

補
正
後
予
算
額　
　
　
　
　
　
　

 

５
６
１
億
１
，４
２
４
万
円

   

対
前
年
比

 

69
億
７
，３
１
９
万
円

   

　
（
14
．２
％
）増

一家団欒 いっかだんらん
夕食後の田中家

▲特別定額給付金として市民１人
につき10万円を支給しました 世帯
主が申請し、世帯主の口座へ申請
人数分が振込まれました くらし
安全課が担当、対応が大変
早く立派でした

▲学校や市役所、体育館など
公共施設にアルコール消毒
液等を配備しています

市はこども園等に布製マスクを１人に２枚を配布しま
した。小・中・高校には国が学校を通じて配布、妊婦さん
にも配布されました。国から１世帯に２枚の布製マスク
が届きましたが、６月に入ってからと、大変遅かったです

「１人１台端末」の早期実現を目指すため文部科学省
　が、３年分を前倒しして整備するＧＩＧＡスクール構想 
　市内全児童生徒にタブレット端末を１台配備します

▶

　
　
一
般
会
計
　
主
な
歳
出

１
人
10
万
円
給
付
に
約
45
億
円

単位：万円令和２年度５月補正　会計別予算集計表

千円を四捨五入

５月補正額

497,907

630

0

90

0

0

0

0

0

720

0

0

0

0

498,627

補正後予算額
3,595,707

511,715

79,019

615,588

5,111

7,550

2,511

756

14,145

1,236,395

260,333

349,680

169,309

779,322

5,611,424

会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護保険特別会計

（介護サービス事業勘定）

浄化槽事業特別会計

津黒高原観光事業特別会計

クリエイト菅谷事業特別会計

温泉事業特別会計

特別会計合計

水道事業会計

下水道事業会計

国民健康保険湯原温泉病院

事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計

令
和
２
年
５
月

第
２
回

５
月
８
日
開
催

▲

市
が
配
布
し
た
マ
ス
ク
を
付
け
た

草
加
部
幼
稚
園
園
児
た
ち

自
分
の
作
品
の
前
で
、ハ
イ
ポ
ー
ズ

ちはるちゃん
こうすけくん りさちゃん

めいちゃん

５
月
８
日
開
催
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▲４月28日～６月18日
旧遷喬小学校前の歩道橋に設置された横断幕

新型コロナウイルス感染症の予防

１月16日　日本国内で初の感染者確認

２月３日　ダイヤモンド・プリンセス号

　　　　　が横浜港に入港

　　27日　安倍首相 全国すべての小中

　　　　　学校に臨時休校要請

　　28日　北海道 独自の緊急事態宣言

　　　    週末の外出自粛を要請

３月３日　真庭市教委 小中学校を休校

　　　　　（3/3 ～ 3/13  4/30 ～ 5/1）

　　６日　真庭市 新型コロナウイルス

　　　　　感染症対策本部会議を設置

　　　　　真庭市議会 災害対策委員会

　　　　　を設置

　　14日　新型インフルエンザ等対策

　　　　　特別措置法の一部を改正す

　　　　　る法律が施行

　　22日　岡山県に初の感染者

　　24日　東京オリンピック・パラリン   

　　　　　ピック１年延期を発表

４月７日　７都道府県に緊急事態宣言

　　16日　緊急事態宣言 全国に拡大

５月14日　緊急事態宣言 39県で解除

　　25日　緊急事態宣言 全国で解除

６月19日　県をまたぐ移動の緩和

新型コロナウイルス時系列

会った人を記録
テレワークの励行新 し い 生 活 様 式

モ
デ
ル
は
議
会
事
務
局
職
員

こまめ

に換気

手洗い

消　毒

マスク着用

咳エチケット

まにぞう

距離
確保 ２m

ソーシャルディスタンス

３密を
避ける

遊びは
屋内より
屋外

健康チェック
ムリしない

密閉

密集 密接

クラスターの恐れ

熱中症
注意

あなたの行動が
真庭を守る

対面でなく
横並び

アルコール

まほちゃん



　

民
生
費
で
は
、
就
労
継
続
支
援
事

業
所
の
商
品
開
発
等
を
支
援
す
る
障

が
い
者
活
躍
支
援
真
庭
つ
な
が
り
促

進
事
業
１
，
１
１
３
万
円
、
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
を
対
象
に
児
童
１
人
あ

た
り
２
万
円
を
支
給
す
る
事
業
に
１
，

１
２
０
万
円
。
衛
生
費
は
、
造
成
工
事

を
行
う
生
ご
み
等
資
源
化
施
設
整
備

事
業
１
億
938
万
円
、
看
護
師
等
の
確

保
を
目
的
と
し
た
奨
学
金
貸
付
事
業

504
万
円
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
農
産
物
の

高
収
益
化
を
支
援
す
る
産
地
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
費
補
助
金
129
万
円
、
商

工
費
で
は
売
上
が
減
少
し
た
中
小
企

業
者
へ
20
万
円
、
小
規
模
事
業
者
に

10
万
円
の
支
援
金
を
支
給
す
る
事
業

に
２
億
２
，
０
０
０
万
円
、
企
業
の
設

備
投
資
や
販
路
開
拓
等
を
支
援
す
る

事
業
５
，
７
０
０
万
円
、
子
育
て
世
代

に
宿
泊
・
食
事
券
を
交
付
す
る
子
ど
も

応
援
券
給
付
事
業
４
，
８
０
０
万
円
。

　

ま
た
、
芸
術
活
動
の
継
続
支
援
と

東
京
混
声
合
唱
団
エ
ス
パ
ス
特
別
講

演
に
370
万
円
、
林
業
・
木
材
・
木
造
建

築
教
育
研
究
ゾ
ー
ン
（
仮
称
）
創
設

事
業
50
万
円
、
米
来
幼
稚
園
の
こ
ど

も
園
化
を
推
進
す
る
事
業
292
万
円
、

蒜
山
地
域
の
自
然
保
護
及
び
体
験
観

光
体
制
整
備
事
業
570
万
円
、
観
光
ビ

ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
600
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。

　
　
一
般
会
計
　
主
な
歳
出

売
上
が
減
少
し
た
企
業
に
支
援
金
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令和２年６月第３回真庭市議会６   　会期５月25日 ６月11日～

４億8,734万円を可決しました

令和２年度６月補正予算

（単位：万円、千円を四捨五入）

【主な内容】今回の一般質問は12人
・補正予算１件を可決　議案13件を可決
・請願１件を採択　陳情４件のうち１件を採択、３件を継続審査
　としました

一般会計
特別会計

公営企業会計

４億８,７３４万円
０万円
０万円

３６４億４,４４１万円
１２３億６,３９５万円
７７億９,３２２万円

２２.３％増
５.４％減
２０.１％増

６月補正額 対前年比補正後予算額

566億158万円566億158万円
補正後の全会計予算額

72億4,472万円（14.7％）増72億4,472万円（14.7％）増
対 前 年 比

６月議会の会議録は９月上旬、ホーム
ページ及び議会事務局で閲覧できます

席と席の間にアクリル
板を設置しました

就労継続支援事業所の主な商品。対象商品の最大５割
が還元されます。詳細は福祉課（0867-42-1581）へ

▶
蒜
山
高
原
の
ひ
ま
わ
り



　

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
」請
願
の
審
査
は
、社
会
保

障
関
連
や
子
育
て
支
援
策
の
充

実
な
ど
、
増
大
す
る
地
方
自
治
体

の
財
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め

更
な
る
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。
審
査

の
結
果
、
全
会
一
致
で
採
択
し
、
意

見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大

臣
な
ど
７
人
に
提
出
し
ま
し
た
。

請
願

・購入物件：救助工作車１台

 契約金額：１億６，４２３万円

 契約相手：㈱岡山森田ポンプ 岡山市

・購入物件：高規格救急自動車１台

 契約金額：３，１５５万円

 契約相手：岡山トヨタ自動車㈱　　

　　　　  岡山市

・購入物件：コミュニティバス用

　　　　　中型バス（33人定員）１台

 契約金額：２，０５７万円

 契約相手：㈲真庭自動車整備工場　

　　　　  真庭市惣

６月定例会 ６月定例会

　

副
市
長
の
任
期
が
６
月
30
日

で
満
了
と
な
る
た
め
、
現
副
市

長
の
吉
永
忠
洋
氏
を
再
任
し
ま

し
た
。

(

ご
挨
拶
）真
庭
市
は
今
、
Ｓエ

ス

Ｄ
デ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

の
理
念
の
も
と
、
世
界
に

大
き
く
羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
様
が
多
様
な

価
値
観
を
認
め
合
い
、
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
社
会
、
真
庭
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
実
現
の
た
め
、
共
生

社
会
及
び
持
続
可
能
社
会
構
築

を
目
標
に
、
市
長
を
補
佐
し
な

が
ら
、
さ
ら
に
議
会
の
皆
様
と

心
を
合
わ
せ
業
務
に
ま
い
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
有
者
不
明
の
土
地
等
を
、
現

に
所
有
し
て
い
る
者
の
申
告
が
義

務
化
さ
れ
ま
す
。ま
た
、
土
地
所
有

者
が
死
亡
等
に
よ
り
相
続
手
続
を

し
て
い
な
い
場
合
、
使
用
者
を
所

有
者
と
み
な
し
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
し
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

真
庭
市
内
の
看
護
人
材
の
確

保
を
目
的
と
し
て
、
市
内
看
護
師

養
成
所
に
在
学
す
る
人
の
う
ち
、

市
内
医
療
機
関
等
に
就
職
す
る

と
、
返
還
金
を
11
／4
免
除
す
る

奨
学
金
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

奨
学
金
の
利
用
者
は
、
市

内
看
護
師
養
成
所
か
ら
他

の
４
年
制
大
学
に
編
入
学
し
、
卒

業
後
真
庭
市
内
に
就
職
す
る
人

も
活
用
で
き
る
か
。

市
内
看
護
師
養
成
所
に

在
学
す
る
人
に
限
定
し

て
い
る
。

真
庭
市
内
の
看
護
師
人
材

の
実
態
は
ど
う
か

市
内
看
護
師
は
546
名
で

比
率
で
は
県
平
均
以
上

で
は
あ
る
が
、
50
代
・
60
代
の
看

護
師
が
多
く
、
若
い
人
材
確
保

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

【
採
択
】
教
職
員
定
数
改
善
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
２
分
の
１

復
元
を
は
か
る
た
め
の
２
０
２

１
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
採
択
の
要
請
に
つ
い
て
陳
情

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で

採
択
し
、
意
見
書
を
内
閣
総
理

大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
な
ど
６

人
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

太
田
昇
市
長
が
良
性
発
作
性

頭
位
め
ま
い
症
と
診
断
を
受

け
、
５
月
23
日
か
ら
８
日
間
療

養
し
、
議
会
を
欠
席
し
ま
し
た
。

　

吉
永
副
市
長
が
議
会
答
弁
な

ど
公
務
を
代
行
し
ま
し
た
。

吉
永
忠
洋
副
市
長
を
再
任

太
田
昇
市
長

８
日
間
療
養

教
育
委
員
に

髙
谷
絵
里
香
氏

所
有
者
不
明
の

土
地
に
課
税
し
ま
す

看
護
師
を
目
指
す

人
に
奨
学
金
制
度

農
業
委
員
の
任
命
に
同
意（
任
期
は
３
年
）

車３台を購入しました

▲

救
急
車
の
傷
病
者
室

６月定例会初日、諸報告をする
吉永忠洋氏　久世　64歳

髙谷絵里香氏
蒜山下和　42歳
H23千葉県から移住

（Ｉターン）　農業

主な

議決
内容

Q：Question=問　A：Answer=答5

教
職
員
定
数
改
善

AA

Q

Q

陳
情

地
方
財
政
の

充
実・強
化

敬称略　年齢は議決日を基準

年  齢
61
68
73
71
63
55
70
52
70
67
64
58
66
66
66
71
66
59
72

住　　所
上中津井

五名
上水田
西河内
鹿田
栗原

下河内
法界寺
久世
五反

余野上
山久世
岩井谷
鉄山

釘貫小川
蒜山吉田

蒜山中福田
蒜山上長田
蒜山西茅部

氏　　名
松本　正幸
新田　　孝
小田　明美
岡田　耕平
山縣　将伸
武村　一夫
妹尾　宗夫
中島　寛司
田中　秀樹
矢谷　光生
中山　克己
福島　康夫
綱島　孝晴
澤本　基兄
池田　　実
池本　　彰
樋口　昌子
長鉾　忠明
石原　誉男

次
ペ
ー
ジ
へ



６月定例会 ６月定例会

知
す
る
た
め
こ
の
時
期
に
し
た
。

選
挙
は
自
分
で
や
る
も
の

と
い
う
考
え
が
根
強
く
あ

る
。
経
済
的
負
担
な
し
で
頑
張
ら

れ
る
方
を
応
援
し
た
い
気
持
ち

は
分
か
る
が
、
市
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
の
か
。

誰
で
も
均
等
に
立
候
補

で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
く
の
が
市
民
へ
の
一
番
の
貢

献
。
制
度
の
利
用
は
、
立
候
補
す

る
人
個
人
の
考
え
で
利
用
す
れ

ば
よ
い
。

　

真
庭
市
の
議
会
議
員
及
び
市

長
の
選
挙
で
選
挙
ビ
ラ
が
届
出

す
れ
ば
限
度
額
の
範
囲
内
（
限

度
枚
数

：

市
長
１
６
，
０
０
０

枚
、
市
議
会
議
員

：

４
，
０
０
０

枚
、
作
成
単
価
7.51
円
）
で
無
料
で

作
成
で
き
ま
す
。

購
入
物
件

：

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想　

学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

３
，２
０
３
台

契
約
金
額

：

１
億
４
，４
０
０
万
円

契
約
相
手

：

㈱
両
備
シ
ス
テ
ム
ズ

真
庭
営
業
所　

真
庭
市
中

　

市
内
の
20
小
学
校
と
６
中
学

校
の
児
童
生
徒
１
人
に
１
台
、
計

３
，２
０
３
台
を
購
入
し
ま
し
た
。

ど
う
い
う
経
緯
で
契
約
に

至
っ
た
の
か
。
機
種
を
選

定
し
た
理
由
は
。

市
内
の
学
校
か
ら
３
人
、

教
育
次
長
、
学
校
教
育
課

長
の
５
人
で
教
育
委
員
会
内
に

選
定
委
員
会
を
設
置
し
、
機
種
を

検
討
し
た
。

　

文
部
科
学
省
か
ら
３
つ
の
機

種（
Ｏ
Ｓ
）を
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

５
段
階
評
価
と
し
て
、
総
合
的

０
円
、
燃
料
代
金 

運
動
日
数

[

７
日
間]

×
７
，
５
６
０
円

等
）
で
公
費
負
担
す
る
制
度
。
お

金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
の
実
現

と
、
候
補
者
間
の
選
挙
運
動
の

機
会
均
等
を
図
る
こ
と
が
目
的

で
す
。コ

ロ
ナ
の
影
響
で
市
民
が

経
済
的
に
苦
し
い
思
い
を

し
て
い
る
時
に
、
な
ぜ
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
提
案
す
る
の
か
。

来
年
４
月
に
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
志
の
あ

る
方
々
に
市
政
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
。少
し
で
も
早
く
周

6

前
ペ
ー
ジ
か
ら

A

A

A

Q

Q

Q

Q：Question=問　A：Answer=答

　

真
庭
市
の
議
会
議
員
及
び
市

長
の
選
挙
で
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
届
出
す
れ
ば
選
挙
カ
ー
が
無

料
で
使
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ

り
、
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
つ

い
て
限
度
額
の
範
囲
内
（
例

：

レ
ン
タ
カ
ー
１
日
１
５
，
８
０

選
挙
カ
ー
を

公
費
で
負
担
し
ま
す

選
挙
ビ
ラ
も

公
費
で
負
担
し
ま
す

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

３
，２
０
３
台
購
入

運転手を雇うと、１日12,500円を公費負担

主な

議決
内容

真庭いちろう
真庭市議会議員立候補者

昨
年
の

　
ど
う
な
っ
た
？

提
言
政
策

自
粛
か
ら

　

真
庭
市
議
会
定
例
会
は
、
真
庭

い
き
い
き
テ
レ
ビ「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
」の
サ

ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル（
122
）
で
生
中
継

し
て
い
ま
す
。
一
般
質
問
や
各
常

任
委
員
会
付
託
案
件
審
査
は
録

画
し
後
日
放
送
し
て
い
ま
す
。
是

非
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

Ｍ
Ｉ
Ｔ
を
ご
視
聴
く
だ
さ
い

に
判
断
し
、
グ
ー
グ
ル
ク
ロ
ー
ム

に
決
定
し
た
。こ
の
機
種
（
Ｏ
Ｓ
）

は
、
起
動
が
早
く
、
保
守
管
理
が

容
易
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
高
い

と
い
っ
た
利
点
が
あ
る
。

GIGA
Global and Innovation 
Gateway for Allの略。
子供たち一人ひとりに個別最
適化され、創造性を育む教育 
ICT 環境の実現に向けて

は
、



購入する電気自動車昨年設置した猿捕獲檻　江川 設置した障がい者支援推進室
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昨
年
の
政
策
提
言
は
、
指
定
避

難
所
の
電
源
確
保
を
提
案
し
て

い
ま
す
。こ
れ
を
受
け
、
今
年
度
の

当
初
予
算
に
、
防
災
対
応
電
気
自

動
車
導
入
事
業
と
し
て
、
災
害
時

の
避
難
所
へ
の
電
力
供
給
を
想

定
し
た
、
電
気
自
動
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｅ

Ｖ
）
の
導
入
費
用
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。　
　

      

（
文

：

谷
本
） 

総務常任委員会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

提
案
し
た
有
害
鳥
獣
対
策
室
の

設
置
は
、
農
業
振
興
課
の
人
員
を

増
や
し
、
専
門
員
も
配
置
し
て
対

応
し
て
い
ま
す
。
住
民
に
よ
る
有

害
鳥
獣
対
策
地
域
組
織
設
置
は
、

猿
被
害
が
発
生
し
て
い
る
自
治
会

に
行
き
、
住
民
と
猟
友
会
と
状
況

確
認
を
行
い
捕
獲
に
繋
げ
る
準
備

を
し
て
い
ま
す
。   

（
文

：

緒
形
）

産業建設常任委員会

新
た
な
有
害
鳥
獣
対
策

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
で
あ
る
真

庭
市
で
は
、「
共
生
社
会
ま
に
わ
」

を
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
し
て

い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
が
積

極
的
に
地
域
活
動
に
参
加
し
、
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
た

め
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
福
祉
課

に
障
が
い
者
支
援
推
進
室
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。  

 
 

（
文

：

大
月
）

文教厚生常任委員会

共
生
の
ま
ち
づ
く
り

　

真
庭
市
議
会
は
、委
員
会
を
中
心

に
地
域
の
課
題
を
調
査
研
究
し
、政

策
立
案
や
政
策
提
言
に
つ
な
げ
る

た
め
の
政
策
討
論
会
を
計
画
し
て

い
ま
す
。６
月
11
日
に
開
催
し
た
各

常
任
委
員
会
で
、議
員
各
自
が
温
め

て
き
た
政
策
テ
ー
マ
を
出
し
合
い
、

方
向
性
を
探
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
て
も
議
会
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
と
行
っ

て
い
き
ま
す
。

写
真
は
場
田（
川
東
）公
園
の
南
か
ら
旭
川
上
流

を
臨
む
。



防
災
ツ
ー
ル
と
し
て
実
際
の
避
難
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
運
営
訓
練
の
実
施
で
は
、

今
年
度
購
入
予
定
の
電
気
自
動
車
と
外
部

給
電
器
を
活
用
し
、
避
難
所
の
電
力
供
給

を
行
い
、
停
電
に
備
え
た
取
り
組
み
を
行

う
な
ど
、
市
民
へ
の
普
及
も
呼
び
か
け
て

い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
な

い
中
、
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
時

の
避
難
所
設
置
、
運
営
等
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
そ
の
考
え
を
市
民
に
ど
う
伝
え
て

い
く
の
か
。

密
集
を
な
る
べ
く
避
け
る
よ
う
な

避
難
所
設
置
が
必
要
。
避
難
所
だ
け

で
な
く
、
垂
直
避
難
や
親
戚
や
友
人
宅
へ

の
分
散
避
難
も
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う

周
知
し
た
い
。

　

ま
た
、
簡
易
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ

て
、
自
主
防
災
組
織
や
地
域
に
示
し
て
い

き
た
い
。
避
難
所
で
も
体
温
測
定
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
換
気
の
徹
底
、
間
隔
を
と
る
、

通
常
よ
り
開
設
場
所
を
多
く
す
る
な
ど
考

え
て
い
る
。

　

本
委
員
会
は
、
３
月
11
日
、
５
月
11
日

に
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
高
等
教
育
機
関
等
の
立
地
可
能
性
に
関

　
す
る
調
査

　

今
年
１
月
に
議
会
全
体
で
中
間
報
告
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
そ
の
最
終

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

真
庭
市
に
お
い
て
、
通
常
の
４
年
制
大

学
や
日
本
語
学
校
の
誘
致
は
非
常
に
困
難

だ
が
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
、
真
庭
で

な
け
れ
ば
学
べ
な
い
内
容
の
教
育
、
研
究
、

研
修
機
関
に
つ
い
て
は
可
能
性
が
あ
る
と

の
調
査
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
「
真
庭
市
に
お
け
る
林

業
・
木
材
・
建
築
教
育
研
究
ゾ
ー
ン
整
備

構
想
（
素
案
）
」
の
実
現
に
向
け
て
、
岡
山

大
学
、
国
、
県
を
含
む
関
係
者
で
検
討
を

行
う
組
織
を
立
ち
上
げ
る
準
備
を
し
て
い

き
ま
す
。

■
第
２
次
真
庭
市
総
合
計
画
の
改
訂
及
び

　
総
合
戦
略
の
策
定

　

平
成
27
年
の
第
２
次
真
庭
市
総
合
計

画
策
定
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
た
め
、

基
本
計
画
を
見
直
し
、
時
点
修
正
し
ま

す
。
理
念
は
大
き
く
変
え
ず
、
現
在
真

庭
市
が
推
進
し
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
共

生
社
会
に
つ
い
て
を
含
め
た
も
の
に
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
で
あ
る
第
２

期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
を
総

合
計
画
の
実
施
計
画
と
位
置
づ
け
、
策

定
し
ま
す
。

　

策
定
体
制
と
し
て
は
、
市
役
所
内
部
の

部
局
長
を
中
心
と
し
た
本
部
を
設
置
、

そ
の
下
に
部
会
を
設
け
具
体
的
な
事
務

事
業
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
中
に
若

手
職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
も
作

り
ま
す
。

　

市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

も
の
が
た
り
会
議
を
開
催
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
行
い
な
が
ら
広
く
意
見

を
募
り
、
市
役
所
と
市
民
が
一
体
と
な
っ

て
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
防
災
関
係
の
取
組

　

防
災
マ
ッ
プ
の
更
新
に
お
い
て
は
、
旧

小
学
校
区
単
位
25
地
区
を
対
象
に
７
振
興

局
の
会
場
で
地
域
防
災
説
明
会
を
行
い
、

浸
水
想
定
区
域
の
周
知
や
防
災
マ
ッ
プ
を

地
域
と
一
緒
に
作
成
し
、
身
近
で
役
立
つ

A Q

Q：Question=問　A：Answer=答

《
総
合
政
策
課
》

市職員による総合計画策定プロジェクトチーム会議　本庁舎会議室
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《
危
機
管
理
課
》



ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
日
常
の
業
務
や
行
事
の

開
催
の
際
に
検
討
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
、
そ
れ
ら
を
真
庭
市
の
職
員
の

共
通
理
解
と
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。
検

討
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
は
①
チ
ラ
シ
や

資
料
等
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と

な
る
こ
と
を
心
掛
け
る
。
②
大
人
数
に

　

本
委
員
会
は
、
３
月
12
日
、
４
月
22
日
、

５
月
13
日
に
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出

席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
教
育
活
動

　

４
月
の
委
員
会
で
は
教
育
委
員
会
よ
り

緊
急
事
態
宣
言
へ
の
対
応
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
に
拡
大
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
で

す
が
、
真
庭
市
で
は
教
育
活
動
を
継
続
す

る
と
い
う
判
断
を
し
ま
し
た
。
継
続
の
理

由
は
次
の
と
お
り
で
す
。
①
学
校
施
設
の

使
用
制
限
の
要
請
が
無
い
。
②
真
庭
市
の

現
状
に
大
き
な
変
化
が
無
い
。
③
教
育
を

受
け
る
権
利
の
保
障
を
追
求
す
る
必
要
が

あ
る
。
④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
は
長
期
間
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

臨
時
休
業
期
間
の
学
校
感
染
は
避
け
れ
て

も
、
再
開
後
も
同
じ
状
態
が
続
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　

児
童
生
徒
以
外
が
参
加
す
る
行
事
の
中

止
や
延
期
を
し
、
マ
ス
ク
の
着
用
に
努
め
、

市
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

蔓
延
す
る
危
険
が
高
ま
っ
た
場
合
の
臨
時

休
校
措
置
の
検
討
な
ど
、
感
染
症
予
防
対

策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

話
す
機
会
が
あ
る
際
に
は
、
手
話
通
訳

や
要
約
筆
記
を
活
用
す
る
。
③
障
が
い

の
あ
る
人
が
行
事
へ
参
加
す
る
場
合
は

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す
る
。
④

会
場
に
多
機
能
ト
イ
レ
（
だ
れ
で
も
ト

イ
レ
）
の
設
置
の
有
無
を
確
認
す
る
。
⑤

障
が
い
者
支
援
施
設
等
を
活
用
す
る
と

い
っ
た
５
点
で
す
。

公
文
書
な
ど
の
全
て
を
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
に
す
る
の
か
。

い
き
な
り
全
て
の
公
文
書
の
フ
ォ

ン
ト
を
変
え
る
の
は
難
し
い
の
で
、

市
民
の
方
が
目
に
す
る
も
の
か
ら
変
え
て

い
く
。　

例
え
ば
、真
庭
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
す
で
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ

ン
フ
ォ
ン
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
５
月
の
委
員
会
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
指
針
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
指
針
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
し
て
い
く
前

提
で
考
え
て
お
り
、
人
権
教
育
を
重
視
し
、

感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
、
教
育
活
動

を
継
続
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

■
共
生
社
会
を
目
指
し
て

　

福
祉
課
よ
り
障

が
い
の
あ
る
人
へ

の
配
慮
の
強
化
に

つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

真
庭
市
で
は
、

「
ひ
と
」
に
優
し
い

共
生
社
会
作
り
を

進
め
る
た
め
、
障

が
い
の
あ
る
人
が

積
極
的
に
地
域
活

動
へ
参
加
し
、
活

躍
で
き
る
環
境
を

整
え
、
機
会
を
増

や
す
取
組
を
積
極

的
に
行
い
、
機
運

の
醸
成
を
目
指
し

Q：Question=問　A：Answer=答

《

教
育
委
員
会
》

《

健

康

福

祉

部

》
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落
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う
、
経
済
が
正
常
に
再
開
す
る
ま
で
に
行

う
対
策
で
す
。
主
な
施
策
は
た
す
け
あ
い

経
済
再
生
事
業
で
す
。
中
小
企
業
者
等
の

設
備
投
資
、
販
路
開
拓
を
行
う
場
合
、
国

県
補
助
金
に
上
乗
せ
を
し
、
最
大
９
割
の

補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

　

「
収
束
後
の
再
興
」
は
、観
光
客
の
増
加
や

市
民
が
自
由
に
飲
食
店
で
食
事
等
、
コ
ロ
ナ

収
束
後
の
支
援
を
す
る
も
の
で
、
主
な
施
策

と
し
て
、
子
ど
も
応
援
券
配
布
事
業
で
す
。

18
歳
以
下
の
方
を
対
象
に
、
１
人
５
千
円
の

飲
食
、
宿
泊
に
使
用
で
き
る
券
を
配
布
し
ま

す
。
そ
の
他
、
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、

今
後
追
加
対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
ホ
テ
ル
蒜
山
ヒ
ル
ズ
休
館

　

真
庭
市
蒜
山
ヒ
ル
ズ
及
び
自
然
牧
場
公

園
の
指
定
管
理
の
辞
退
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
辞
退
を
届
け
た
の
は
有
限

会
社
ト
ラ
ベ
ル
シ
リ
ウ
ス
で
、
辞
退
理
由

は
、
今
期
以
降
、
指
定
管
理
者
を
取
り
巻

く
経
営
の
悪
化
が
あ
り
、
さ
ら
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
利
用
者
の
減
少

が
顕
著
に
な
り
、
会
社
全
体
の
業
務
の
見

直
し
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
と
な
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

《
蒜
山
振
興
局
》

　

本
委
員
会
は
、
３
月
13
日
、
３
月
23
日
、

５
月
12
日
に
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出

席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
経
済

　
対
策

　

産
業
政
策
課
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
経
済
対
策
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
「
経
営
の
持
続
」
「
収
束
後

の
準
備
」「
収
束
後
の
再
興
」
の
３
つ
の
観

点
か
ら
、
必
要
な
時
期
に
必
要
な
対
策
を

実
施
し
ま
す
。

　

「
経
営
の
持
続
」
は
、
資
金
的
な
支
援
を

含
む
喫
緊
の
課
題
に
つ
い
て
取
り
組
む
も

の
で
、
主
な
施
策
は
事
業
持
続
さ
さ
え
あ

い
事
業
で
す
。
２
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、

売
上
高
が
昨
年
同
月
よ
り
20
％
以
上
減
少

し
て
い
る
事
業
者
に
、
中
小
企
業
者
20
万

円
、
小
規
模
事
業
者
10
万
円
、
事
業
継
続

の
た
め
の
支
援
金
を
給
付
し
ま
す
。
対
象

事
業
者
は
真
庭
市
内
で
２
千
社
程
度
、
総

額
で
２
億
２
千
万
円
の
事
業
で
す
。

　

次
に
「
収
束
後
へ
の
準
備
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
収
束
が
近
づ

き
、
人
々
の
動
き
が
出
て
き
た
と
き
に
、
す

ぐ
経
済
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ

も
っ
て
指
定
を
取
り
消
し
、
４
月
以
降
は

休
館
と
し
ま
す
。
今
後
再
公
募
に
向
け
た

手
続
き
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
ど
う
い
う

理
由
で
あ
れ
辞
退
し
て
も
ペ
ナ
ル

テ
ィ
は
な
い
。
制
度
に
問
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

選
定
の
際
に
は
瑕か

し疵
は
な
か
っ
た

が
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
。
今

後
は
改
善
も
含
め
て
検
討
す
る
。

　

今
後
は
、
行
政
手
続
法
に
基
づ
く
聴
聞

を
行
っ
た
上
で
、
令
和
２
年
３
月
31
日
を

Q：Question=問　A：Answer=答

《

産
業
観
光
部
》
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一般質問 一般質問

　

新
型
感
染
症
の
経
済
対
策
と

し
て
18
歳
以
下
の
子
ど
も
１
人

に
つ
き
５
千
円
分
の
食
事
・
宿
泊

券
の
発
行
を
予
定
し
て
い
る
。
県

外
へ
の
移
動
自
粛
も
あ
り
、
家
族

で
の
温
泉
日
帰
り
昼
食
プ
ラ
ン

を
提
案
す
る
。

　

温
泉
に
つ
か
り
地
元
食
材
の

料
理
と
地
酒
を
楽
し
み
、
移
動

に
は
バ
ス
を
活
用
し
、
家
族
旅

行
の
気
分
を
味
わ
う
こ
と
で
真

庭
の
再
発
見
に
繋
が
る
。
そ
の

た
め
に
も
、
子
ど
も
応
援
券
を

４
千
円
で
販
売
し
て
経
済
を
回

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
チ
ケ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
景
気
の
回
復
動
向
を
見

な
が
ら
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。
バ
ス
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

利
用
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
く
。
温

泉
の
日
帰
り
昼
食
プ
ラ
ン
は
、
子

ど
も
応
援
券
の
参
加
募
集
時
に

地
産
地
消
を
促
し
て
い
き
た
い
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
は
指
定

緊
急
避
難
場
所
兼
指
定
避
難
所

に
な
っ
て
い
る
。
災
害
時
に
避
難

し
た
市
民
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
ネ
ッ
ト
接
続
し
て
情
報
を
集

め
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
整

備
し
た
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設
備
を
、
災

害
時
に
避
難
者
が
利
用
で
き
な

い
か
。

　

市
内
26
校
中
23
校
が
指
定
避

難
所
。
こ
の
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
小
・
中
学
校
の
教
育
環
境
の

向
上
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
避
難

者
が
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
事
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
で
き
な
い
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

の
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
、
災
害
時
用
の
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
市

独
自
に
増
設
。
校
務
用

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
担
保

し
な
が
ら
、
避
難
者
が

利
用
で
き
る
Ｗ
ｉ-

Ｆ

ｉ
環
境
づ
く
り
を
進

め
た
い
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、

今
年
度
中
に
高
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
全

児
童
・
生
徒
に
Ｐ
Ｃ
端

末
の
整
備
を
行
う
。教

員
が
使
う
校
務
用
と

児
童
・
生
徒
が
使
う

教
育
用
が
あ
り
、
個

人
情
報
も
扱
っ
て
い

る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
十
分
に
し
た
上

で
、
防
災
担
当
部
局

と
共
に
利
用
を
進
め

て
い
く
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
食
事
・

宿
泊
券
の
発
行
を

災
害
時
の
Ｇ

ギ
Ｉ
Ｇ

ガ
Ａ

ス
ク
ー
ル
利
用
を

▶
新
執
行
部　

傍
聴
席
か
ら
撮
影

質問席

答弁席

議長席

渡邉 橋本 金谷

頭山 新田 有元
中谷

松尾

岸本 澤山 吉永 太田

大美 須田

河島 畦崎

大熊

上島高見赤田三ツ

非常時は避難所 久世中学校体育館

答
三
ツ
教
育
長

答
吉
永
副
市
長

答
吉
永
副
市
長

問

問谷

本

彰

良

太田昇市長

三ツ宗宏教育長

答弁者

吉永忠洋副市長
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一般質問 一般質問

12

市
で
は
民
間
の
ス
イ
ミ
ン
グ
施

設
を
使
っ
た
民
間
委
託
に
よ
る

水
泳
授
業
を
試
験
的
に
行
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

真
庭
市
内
に
は
、
教
育
施
設
以

外
に
市
が
保
有
す
る
プ
ー
ル
を

含
め
る
と
30
施
設
あ
る
。
そ
れ
ら

の
効
率
的
な
連
携
が
図
れ
な
い

も
の
か
、
ま
た
水
夢
に
水
泳
授
業

を
委
託
す
る
と
い
っ
た
取
組
が

で
き
な
い
も
の
か
、
将
来
に
向
け

て
研
究
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

学
校
以
外
の
真
庭
市
営
の
プ
ー

ル
は
７
施
設
あ
り
、
水
夢
を
除
く

他
の
施
設
は
既
に
耐
用
年
数
を

超
え
老
朽
化
し
て
い
る
。
市
民
利

用
、
観
光
目
的
等
、
多
様
な
目

的
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
現
状
の

ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
の

か
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
施
設

の
統
合
を
図
る
場
合
は
、
学
校

プ
ー
ル
の
新
し
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
市
民
利
用
を
進
め
る
と
い

う
選
択
肢
も
あ
る
。
今
後
、
真
庭

市
公
共
施
設
再
配
置
方
針
に
基

づ
き
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
検
討

を
重
ね
て
い
く
。
統
合
ま
た
は
廃

止
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　

水
夢
の
学
校
プ
ー
ル
と
し
て

の
利
用
は
学
校
か
ら
利
用
の
依

発
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
代
替
え
商
品

と
し
て
、
身
の
回
り
の
除
菌
や
手

指
の
消
毒
に
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
る
次
亜
塩
素
酸
水
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の

除
菌
に
効
果
的
で
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
エ
ン
べ

ロ
ー
プ
構
造
を
持
つ
マ
ウ
ス
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抗
ウ

イ
ル
ス
効
果
が
論
文
で
広
く
支

持
さ
れ
て
い
る
。
ウ
イ
ル
ス
に
対

し
て
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
よ
り
殺
菌

力
が
あ
り
、
直
接
的
な
手
指
の
消

毒
を
初
め
、
手
す
り
や
台
所
等
の

拭
き
掃
除
に
よ
る
除
菌
、
ま
た
手

を
触
れ
る
あ
ら
ゆ
る
場
所
の
除

菌
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
肌
の

刺
激
面
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
よ
り

も
低
刺
激
で
人
体
に
安
全
な
食

品
添
加
物
と
言
わ
れ
て
い
る
。

頼
が
あ
っ
た
場
合
は
、
積
極
的
に

受
け
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
で
き

る
水
泳
指
導
の
環
境
を
実
現
す

る
た
め
に
も
、
学
校
外
の
施
設

の
利
用
に
つ
い
て
、
今
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
問
題
を
解
決
す
る

方
策
を
模
索
し
な
が
ら
、
市
民

プ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。
今
年
、
学
校
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
を
示

し
た
。
学
校
職
員
、
市
民
の
方
と

も
持
続
可
能
な
教
育
環
境
の
在

り
方
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
き

た
い
。

　

市
で
も
保
育
園
・
認
定
こ

ど
も
園
・
幼
稚
園
に
、
次
亜
塩

素
酸
生
成
装
置
を
配
備
す
る

計
画
は
承
知
し
て
い
る
。計
画

を
拡
大
し
各
振
興
局
に
配
備

し
、
必
要
と
さ
れ
る
市
民
の

方
々
を
初
め
各
施
設
に
無
料

で
配
布
す
る
仕
組
み
を
構
築

さ
れ
る
考
え
は
。
ま
た
、
予

防
に
対
す
る
考
え
は
。

　

国
は
、
令
和
２
年
４
月
、

次
亜
塩
素
酸
水
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
有
効
性
に
関
し

て
、
現
時
点
で
は
手
指
の
消
毒

に
活
用
す
る
こ
と
の
有
効
性
が

確
認
さ
れ
て
な
い
と
す
る
答
弁

書
を
閣
議
決
定
し
て
い
る
。
振

興
局
に
配
備
し
、
市
民
に
配
布

す
る
仕
組
み
で
は
、
有
効
性
が

必
ず
し
も
確
保
で
き
な
い
。
現

段
階
で
や
る
と
い
う
考
え
は

持
っ
て
い
な
い
。

　

石
鹸
や
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
で
の

丁
寧
な
手
洗
い
、
３
蜜
を
避
け
る

基
本
的
な
予
防
対
策
を
す
る
こ

と
が
一
番
重
要
と
考
え
る
。
市
民

の
方
に
基
本
的
な
取
り
組
み
を

広
く
周
知
し
て
行
く
。
次
亜
塩
素

酸
水
は
、
国
の
方
で
有
効
性
が
得

ら
れ
れ
ば
検
討
す
る
。

　

教
職
員
の
負
担
軽
減
と
経
費

削
減
に
つ
な
が
り
、
天
候
に
左
右

さ
れ
ず
、
年
間
を
通
じ
て
使
用
で

き
る
よ
り
よ
い
水
泳
環
境
が
確

保
さ
れ
た
水
泳
に
特
化
し
た
施

設
が
近
く
に
あ
る
な
ら
利
用
す

べ
き
と
思
う
。
学
校
か
ら
施
設
へ

の
移
動
方
法
、
移
動
時
間
の
問

題
、
夏
の
開
放
プ
ー
ル
を
ど
う
す

る
か
、
さ
ら
に
防
火
水
槽
と
し
て

の
機
能
を
持
つ
プ
ー
ル
も
あ
り

解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
津
山

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
完
全
終
息
の
見
通
し
が
な
い

中
、
医
療
・
福
祉
施
設
、
学
校
、

商
業
施
設
等
で
は
、
入
室
・
入
校
・

入
店
前
の
手
指
の
消
毒
は
欠
か

せ
な
い
。
消
毒
用
の
ア
ル
コ
ー
ル

類
は
、
依
然
と
し
て
不
足
の
状
態

に
あ
る
。
多
数
の
人
が
出
入
り
す

る
施
設
の
み
な
ら
ず
、
一
般
家
庭

で
も
手
洗
い
と
共
に
消
毒
の
啓

次
亜
塩
素
酸
水
生
成

装
置
導
入
の
考
え

答
岸
本
健
康
福
祉
部
長

30
の
水
泳
施
設
の

連
携
と
有
効
活
用
を

八束こども園に設置している電解水生成装置

勝山健康増進施設　水夢

答
三
ツ
教
育
長

答
吉
永
副
市
長

答
吉
永
副
市
長

問柴

田

正

志

問原
　

秀

樹
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妊
婦
に
対
す
る
真
庭
市
の
支
援

策
を
伺
う
。

　

若
者
の
ニ
ー
ズ
は
、
子
ど
も
を

２
人
産
ん
で
も
経
済
的
に
大
変

だ
か
ら
、
経
済
的
支
援
を
望
ん
で

い
る
。
市
で
は「
未
来
を
担
う
人

応
援
基
金
」
が
約
10
億
円
あ
る
。

妊
婦
や
未
来
を
担
う
新
生
児
へ
、

こ
の
基
金
か
ら
支
援
は
で
き
な

い
か
。

　

真
庭
市
で
は
、
妊
娠
か
ら
子

育
て
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
し
て
い
る
。
こ
の
度
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

に
よ
り
、
妊
婦
か
ら
相
談
が
あ
っ

た
。
相
談
の
中
に
は
、
特
に
経
済

的
支
援
の
要
望
は
無
く
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の
不
安
が
主

な
も
の
だ
っ
た
。

　

市
で
は
、
妊
婦
へ
感
染
症
予
防

の
チ
ラ
シ
と
マ
ス
ク
10
枚
を
配
布

　

①
国
の
緊
急
経
済
対
策
で

は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
免
除

に
つ
い
て
、
昨
年
度
対
比
で
３
割

減
収
世
帯
は
減
免
対
象
と
し
て
、

減
免
措
置
が
と
れ
る
。
免
除
自

治
体
は
、
国
が
財
政
支
援
す
る
。

免
除
措
置
は
、自
治
体
の
判
断
と

な
っ
て
い
る
。
速
や
か
に
対
応
す

べ
き
だ
。

　

②
生
活
保
護
の
対
応
で
、
今
ま

で
と
は
違
っ
た
柔
軟
な
対
応
す

る
よ
う
国
か
ら
の
指
示
が
あ
っ

た
と
思
う
。
生
活
保
護
の
相
談
窓

口
等
で
厳
守
し
て
対
応
す
る
べ

き
だ
。

　

③
全
国
的
に
は
学
生
が
ア
ル

バ
イ
ト
で
き
ず
、
学
費
も
払
え

な
い
状
況
が
あ
る
。
３
割
の
家
庭

で
、
仕
送
り
が
で
き
な
い
状
況
と

聞
く
。
２
割
の
学
生
が
退
学
を
考

え
て
い
る
。
未
来
あ
る
若
者
に
対

し
て
い
る
。
ま

た
妊
娠
中
の
労

働
者
へ
職
場
で

の
配
慮
を
求
め

る
チ
ラ
シ
も
配

布
し
て
い
る
。

６
月
に
は
、
追

加
で
マ
ス
ク
を

50
枚
配
布
予
定

で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
も

妊
婦
が
安
心
し
て
出
産
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
個
別
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
支
援
を
行
う
。コ
ロ
ナ

対
策
だ
け
で
な
く
、
妊
婦
へ
何
か

で
き
る
事
を
積
極
的
に
考
え
、
今

後
の
政
策
の
中
で
検
討
し
た
い
。

し
て
、
実
態
を
把
握
し
、
真
庭
市

の
奨
学
金
対
応
や
、
何
ら
か
の
支

援
の
手
が
必
要
だ
。

　

④
経
済
対
策
・
景
気
の
下
支
え

と
し
て
令
和
２
年
度
の
公
共
工

事
の
早
期
発
注
が
必
要
だ
。

　

市
民
生
活
第
一
で
、
真
庭
市
民

の
生
活
を
守
り
、
次
世
代
に
つ
な

ぐ
た
め
、
生
活
対
策
を
根
本
に
経

済
対
策
の
ば
ら
ま
き
で
な
く
、
地

域
循
環
経
済
実
現
の
た
め
、
地
域

に
波
及
効
果
が
及
ぶ
対
策
を
提

案
す
る
。

　

③
学
生
支
援
に
つ
い
て
、
ご
指

摘
の
点
は
、
今
後
の
選
択
肢
の
中

に
あ
る
と
考
え
る
が
、
先
ず
現
状

調
査
を
や
っ
て
い
き
た
い
。
④
公

共
工
事
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
も

の
は
前
倒
し
事
業
展
開
し
、
産
業

の
下
支
え
を
し
た
い
。

　

①
国
保
税
の
減
免
は
、
国
か
ら

支
援
制
度
の
基
準
が
き
て
い
る
。

早
急
に
準
備
対
応
し
た
い
。

　

②
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
国

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
収

入
認
定
の
取
り
扱
い
を
柔
軟
に

行
う
よ
う
事
務
連
絡
が
出
た
の

で
そ
の
よ
う
対
応
す
る
。

　

今
年
、
春
か
ら
流
行
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
は
、
世
界
中

へ
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。
日
本

で
も
４
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
、
５
月
14
日
に
宣
言

は
解
除
さ
れ
た
。
引
き
続
き
市

民
は
、
密
閉
・
密
集
・
密
接
を
避

け
、
手
洗
い
の
励
行
、
マ
ス
ク
の

着
用
、
睡
眠
・
栄
養
・
運
動
不
足

に
気
を
つ
け
、
自
粛
生
活
を
し
て

い
る
。

　

国
の
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
布

マ
ス
ク
２
枚
の
配
布
や
特
別
定

額
給
付
金
10
万
円
の
支
給
が
あ

る
。
真
庭
市
の
コ
ロ
ナ
経
済
対
策

で
は
、
子
ど
も
応
援
券
給
付
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
特
別
給
付
金
の

支
援
な
ど
が
あ
る
。　
　

　

で
は
、
妊
婦
へ
の
支
援
は
ど
う

か
。
妊
婦
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
お
び
え
な
が
ら
、
日
々
不
安

な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
、「
全
て

の
人
に
健
康
と
福
祉
」
が
あ
り
、

妊
婦
が
健
康
で
穏
や
か
に
暮
ら

し
、
未
来
を
担
う
人
を
無
事
出
産

で
き
る
日
が
来
る
こ
と
を
思
い
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
は
、
命
の
危
機
と
と

も
に
、
雇
用
や
営
業
の
機
会
が

急
激
に
縮
小
・
喪
失
す
る
こ
と

で
経
済
的
生
活
の
危
機
が
深
刻

化
し
て
い
る
。
ま
た
長
期
化
も

予
想
さ
れ
る
。
感
染
及
び
予
防

対
策
の
徹
底
を
大
前
提
に
、
市

民
に
寄
り
添
っ
た
思
い
切
っ
た

支
援
策
が
必
要
だ
。

市
民
に
寄
り
添
う
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
を

答
岸
本
健
康
福
祉
部
長

答
中
谷
総
務
部
長

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

妊
婦
へ
の
支
援
策

産業政策課で事業者相談を実施中

もうすぐお兄ちゃん

答
吉
永
副
市
長

答
吉
永
副
市
長

問山

本

久

惠

問岡

﨑

陽

輔
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20
代
か
ら
50
代
を
対
象
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
の
結
果
、
地
方

で
暮
ら
す
こ
と
に
関
心
を
持
っ

て
い
る
と
の
回
答
が
49.8
％
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
か
ら
こ
そ
真
庭
を
大
い
に

ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
と
思
う
が
見

解
を
伺
う
。
ま
た
、
空
き
家
調
査

は
終
了
し
て
い
る
と
思
う
が
、
こ

の
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

伺
う
。

　

真
庭
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
雑
誌

等
に
真
庭
の
暮
ら
し
を
伝
え
る

記
事
を
戦
略
的
に
掲
載
。
東
京
湾

大
感
謝
祭
等
都
市
部
で
の
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
今
年
は
、
さ
ら
に
真
庭
の

魅
力
を
伝
え
る
オ
ン
ラ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相

談
会
も
開
催
し
て
い
る
が
、
新
た

な
ア
イ
デ
ア
で
真
庭
市
の
魅
力

や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
一
層
Ｐ
Ｒ
、

情
報
発
信
し
、
真
庭
が
大
好
き
な

移
住
者
や
真
庭
フ
ァ
ン
の
獲
得

に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

空
き
家
の
利
活
用
は
、
地
域
の

活
力
創
出
の
た
め
移
住
定
住
希

望
者
を
受
け
入
れ
た
い
と
い
う

自
治
会
等
に
対
す
る
支
援
と
し

て
、
地
域
が
空
き
家
所
有
者
と
連

仕
切
り
を
導
入
す
る
こ
と
が
望

ま
し
く
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
等
の

備
蓄
品
の
状
況
も
含
め
、
避
難
所

の
備
え
は
万
全
か
。
学
校
の
体
育

館
を
避
難
所
に
し
て
い
る
所
は

３
密
に
な
り
や
す
く
、
空
き
教
室

を
含
め
、
普
通
教
室
や
特
別
教
室

を
開
放
し
て
は
ど
う
か
。

　

備
蓄
品
の
状
況
は
、
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
、
飛
沫
の
拡
散
防
止
の

た
め
の
段
ボ
ー
ル
間
仕
切
り
は
、

備
蓄
品
と
し
て
本
庁
、各
振
興
局

に
配
備
を
し
て
い
る
。
マ
ス
ク
、

消
毒
液
、
装
備
品
以
外
も
、
避

難
所
の
備
蓄
品
と
し
て
確
保
し

て
い
る
。

　

学
校
の
状
況
に
応
じ
て
、
一
般

開
放
場
所
と
し
て
体
育
館
、
教
室

や
特
別
教
室
を
第
２
、
第
３
避
難

絡
を
取
り
、
空
き
家
活
用
が
成
立

し
た
時
、
３
万
円
を
自
治
会
等
に

奨
励
金
と
し
て
支
払
す
る
地
域

認
定
空
き
家
制
度
の
活
用
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
浸
透
し
て
い
な
か
っ

た
地
域
認
定
空
き
家
制
度
は
、
地

域
自
主
組
織
な
ど
が
集
い
、
中

和
・
美
甘
地
区
の
事
例
を
学
ぶ
勉

強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
空
き
家

利
活
用
の
体
制
づ
く
り
が
進
ん

で
い
る
。

　

地
場
の
力
を
活
用
し
た
空
き

家
回
収
の
支
援
制
度
に
つ
い
て

も
各
部
署
と
連
携
さ
せ
な
が
ら

検
討
し
、
幅
広
く
空
き
家
の
利
活

用
を
進
め
て
い
く
。

場
所
に
設
定
を
し
て
い
る
。
本
部

や
対
策
室
を
は
じ
め
、
疾
病
や
負

傷
者
用
の
場
所
、
乳
幼
児
用
、
高

齢
者
用
の
場
所
等
を
設
け
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
災
害
時
の
避
難

所
開
設
の
要
請
に
応
じ
て
、
学
校

施
設
を
開
放
し
、
協
力
す
る
体
制

を
と
っ
て
い
る
。

　

病
気
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な

い
乳
幼
児
が
突
然
亡
く
な
る
、
乳

幼
児
突
然
死
症
候
群
。
昼
寝
中
の

子
ど
も
の
安
全
対
策
と
し
て
、
ベ

ビ
ー
セ
ン
サ
ー
等
の
導
入
を
し

て
は
い
か
が
か
。

　

ベ
ビ
ー
セ
ン
サ
ー
は
、
子
ど
も

の
睡
眠
中
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

呼
吸
や
体
動
を
感
知
し
、
無
呼
吸

の
状
態
や
体
動
が
と
ま
っ
た
と

き
に
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
知
ら
せ

る
も
の
で
、
午
睡
中
の
事
故
防
止

の
た
め
の
補
助
器
具
で
あ
る
と

認
識
を
し
て
い
る
。
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
育
士
の
見
守
り
体

制
の
負
担
軽
減
と
な
る
か
な
ど
、

保
育
現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

導
入
の
可
否
に
つ
い
て
継
続
し

て
検
討
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
お
い
て
、
都
会
で
は
３
密

の
場
所
が
多
い
た
め
感
染
し
や

す
く
、
田
舎
で
は
感
染
者
が
少

な
い
。
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
真

庭
市
は
新
型
コ
ロ
ナ
を
逆
手
に

と
っ
て
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
の

促
進
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
。

　

５
月
17
日
の
山
陽
新
聞
に
東

京
圏
の
１
万
人
を
対
象
に
、
地

方
暮
ら
し
へ
の
関
心
に
つ
い
て
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
続
く
中
、
災
害
時
に
懸

念
さ
れ
て
い
る
の
が
、
避
難
所
で

の
３
つ
の
密
で
あ
る
。
体
育
館
や

公
民
館
な
ど
感
染
拡
大
に
つ
な

が
る
密
閉
、
密
集
、
密
接
の
要
件

を
満
た
す
環
境
に
あ
り
、
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り

得
る
。

　

床
か
ら
の
飛
沫
対
策
と
し
て

有
効
な
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
間

避
難
所
の「
３
密
」対
策

新
た
な
ア
イ
デ
ア
で

移
住
者
の
獲
得
を

ベ
ビ
ー
セ
ン
サ
ー
の

導
入
を

移住相談会で相談受付

神奈川県大和市が導入したベビーセンサー

答
三
ツ
教
育
長

答
吉
永
副
市
長

答
吉
永
副
市
長

答
吉
永
副
市
長

問竹

原

茂

三

問妹

尾

智

之

問
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限
り
終
息
す
る
可
能
性
は
低
い

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
長
期
化

を
予
測
し
て
以
下
の
３
点
に
つ

い
て
伺
う
。

　

①
市
民
へ
の
新
し
い
生
活
様

式
の
普
及
啓
発
方
針
。
②
庁
内
で

実
施
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
実
証
事

業
の
進
め
方
。
③
市
民
の
協
力
を

得
る
た
め
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
し
て
の
仮
称
・
感
染
症
災
害
防

止
計
画
の
策
定
と
災
害
用
備
蓄

品
の
見
直
し
。

   

　

①
新
し
い
生
活
様
式
の
普
及

啓
発
に
は
、
手
洗
い
・
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
、
換
気
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
市
独
自
の
チ
ラ
シ
を
新
た
に

作
成
し
て
感
染
予
防
を
市
民
に

周
知
す
る
。
ま
た
、
愛
育
委
員
会

や
栄
養
改
善
協
議
会
な
ど
と
連

携
し
て
、
市
民
自
ら
が
感
染
予
防

を
啓
発
す
る
仕
組
み
が
作
れ
な

い
か
検
討
す
る
。

　

②
テ
レ
ワ
ー
ク
実
証
事
業
に

は
、
対
象
者
を
20
名
程
度
選
定
し

て
、
運
用
上
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
課
題
、
対
象
業
務
の
範
囲
や
労

務
管
理
な
ど
の
課
題
を
検
証
し
、

業
務
継
続
、
家
庭
と
仕
事
の
両

立
、
生
産
性
の
向
上
な
ど
の
効
果

を
明
ら
か
に
す
る
。
９
月
を
目
途

に
機
器
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

③
新
た
に
感
染
症
に
関
す
る

対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

　

５
月
の
臨
時
議
会
に
、
危
機
管

理
課
か
ら
コ
ロ
ナ
対
策
に
備
え

る
と
い
っ
た
も
の
が
全
く
計
上

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
危
機
意
識

と
い
う
点
で
不
安
に
な
っ
た
の

で
質
問
す
る
。
危
機
管
理
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
、
感
染
予
防
対
策

は
勿
論
だ
が
、
起
こ
っ
た
被
害
を

い
か
に
小
さ
く
抑
え
込
む
か
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

医
師
会
と
の
連
携
が
非
常
に
重

要
と
な
っ
て
く
る
。
医
師
会
と
災

害
対
策
、
感
染
症
の
抑
え
込
み
の

対
策
を
打
つ
た
め
の
協
議
、
協
力

を
い
た
だ
く
た
め
の
話
を
し
て

い
る
の
か
。

災
害
防
止
計
画
を
策
定
す
る
必

要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
国

の
防
災
計
画
も
感
染
症
部
門
が

強
化
さ
れ
て
く
る
の
で
共
有
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

自
主
防
災
組
織
や
消
防
団
な
ど

周
囲
と
の
意
識
の
共
有
を
図
っ

て
い
く
。

　

避
難
所
用
備
蓄
品
は
、
マ
ス
ク

６
，
７
５
０
枚
、
消
毒
薬
110
リ
ッ

ト
ル
を
配
備
し
て
い
る
が
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
。
そ
の
他
、
防
護

具
900
人
分
、
消
毒
液
160
リ
ッ
ト

ル
、
マ
ス
ク
９
，
９
５
０
枚
を
、

防
疫
・
消
毒
作
業
の
対
策
に
必
要

な
装
備
品
と
し
て
本
庁
側
に
確

保
し
て
い
る
。

　

事
前
の
対
策
と
し
て
は
、

避
難
所
に
お
け
る
密
集
、

密
接
を
回
避
す
る
た
め
の

分
散
避
難
が
大
前
提
で
あ

る
。
６
月
の
広
報
真
庭
や
７

月
か
ら
予
定
し
て
い
る
地

域
防
災
説
明
会
で
周
知
を

行
っ
て
い
く
。

　

避
難
さ
れ
た
方
に
は
、
受

付
時
の
検
温
、
問
診
、
手
洗

い
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
十
分
な
換
気

や
き
め
細
か
な
清
掃
に
協

力
い
た
だ
き
、
避
難
所
の
衛

生
管
理
に
努
め
て
い
く
。
避
難
所

の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
は
、
密

集
、
密
接
と
な
ら
な
い
よ
う
、
段

ボ
ー
ル
間
仕
切
り
な
ど
で
区
分

し
、
個
人
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

に
加
え
、
飛
沫
感
染
を
防
止
す
る

た
め
の
感
染
予
防
対
策
を
行
う
。

　

予
算
化
し
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
反
省
し
な
い

と
い
け
な
い
こ
と
も
あ
る
。
あ
ら

か
じ
め
危
険
を
察
知
す
る
よ
う

な
、
体
制
づ
く
り
、
考
え
方
を

も
っ
て
、
今
後
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。
医
師
会
と
の
こ
と
は
、
避
難

体
制
の
中
に
医
師
会
の
役
割
を

ど
う
拡
大
し
て
い
く
か
、
今
後
の

課
題
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
一
度
発
生
す
る
と
医
療
崩

壊
や
観
光
・
商
工
業
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
に
つ
な
が
る
。
し
か
も
ワ
ク
チ

ン
や
特
効
薬
が
開
発
さ
れ
な
い

　

梅
雨
の
時
期
を
間
近
に
控
え
、

梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
災
害
が

心
配
さ
れ
る
。
避
難
所
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
予
防

対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
避

難
所
に
お
い
て
完
全
に
感
染
を

抑
え
込
む
こ
と
は
不
可
能
な
こ

と
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
最
小
限

に
抑
え
込
む
対
策
は
必
要
で
あ

る
。
避
難
所
に
お
け
る
感
染
予
防

避
難
所
に
お
け
る
感
染

予
防
対
策
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策

総合防災訓練で段ボールベッド制作　美甘健康増進施設

答
吉
永
副
市
長

答
吉
永
副
市
長

問大

月

説

子

問庄

司

史

郎

▲

市
が
７
月
に
配
布
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　
（
抜
粋
）
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す
る
事
を
提
案
す
る
。

　

子
ど
も
に
５
千
円
の
宿
泊.

食

事
券
を
出
す
事
業
、
売
上
が
落

ち
た
中
小
事
業
者
に
10
万
円
出

す
事
業
、
文
化
の
ア
ー
ト
活
動
緊

急
支
援
事
業
が
た
っ
た
50
万
円

×
４
…
ど
れ
を
取
っ
て
も
型
が

小
さ
い
。
市
独
自
で
100
億
円
だ
。

基
金
の
３
分
１
、
100
億
円
を
取
り

崩
し
、
市
民
を
救
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
思
い
切
っ
た
コ
ロ
ナ
対
策
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

日
本
の
経
済
は
安
倍
さ
ん
が

守
る
、
し
か
し
国
債
は
借
金
だ
。

真
庭
市
の
経
済
は
太
田
さ
ん
が

守
る
、基
金
は
貯
金
だ
。
貯
金
を

取
り
崩
し
、
真
庭
の
経
済
を
救
っ

て
も
ら
い
た
い
。
今
、基
金

を
使
わ
な
い
と
い
つ
使
う

の
か
、
ど
ん
な
時
に
使
う

の
か
。

　

基
金
は
太
田
市
長
就
任

後
、
約
139
億
円
増
加
し
、
令

和
元
年
度
末
、
残
高
は
約

300
億
円
あ
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
は
国
の

臨
時
的
交
付
金
や
自
主
財

源
を
活
用
し
、
５
月
臨
時

会.

６
月
定
例
会
に
上
程
し

て
い
る
。
第
１
・
２
・
３
弾
に

続
き
、
今
後
第
４
弾
、
第
５

弾
の
施
策
や
具
体
的
事
業

（
経
営
管
理
権
）
を
市
に
設
定
、市

は
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経

営
者
に
再
委
託
し
て
実
施
す
る

権
利（
経
営
管
理
実
施
権
）
を
設

定
す
る
。自
ら
管
理
で
き
な
い
、林

業
経
営
に
も
適
さ
な
い
森
林
は
、

市
が
自
ら
経
営
管
理
を
行
う
。

　

①
委
託
よ
り
市
に
買
取
を
望

む
声
を
多
く
聞
く
。
買
取
を
視
野

に
入
れ
た
、
市
や
木
材
関
係
団
体

が
出
資
す
る
第
三
者
機
関
を
設

立
す
る
べ
き
。

　

②
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

の
稼
働
は
森
林
所
有
者
、
素
材
生

産
者
、
製
材
所
な
ど
木
材
に
関
わ

る
市
民
が
大
き
な
恩
恵
を
受
け

て
い
る
。
北
部
へ
も
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
を
建
設
す
べ
き
だ
。

　

③
法
の
大
き
な
柱
は
、
森
林
所

有
者
に
伐
採
、
造
林
、
保
育
な
ど

の
適
切
な
経
営
管
理
責
任
を
明

を
す
る
事
は
、
市
職
員
の
責
任
で

あ
り
、
提
案
の
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
大
変
良
い
試
み
、
加
え
て
市

民
や
事
業
者
な
ど
の
意
見
も
必

要
不
可
欠
。　
　
　
　

　

基
金
は
必
要
性
、
事
業
効
果
を

検
討
し
た
上
で
、
真
に
必
要
な
も

の
に
適
時
適
切
に
、
そ
し
て
積
極

的
に
活
用
す
る
。

　

必
要
な
も
の
は
今
使
う
。
一
粒

で
三
度
お
い
し
い
事
業
を
考
え

な
い
と
い
け
な
い
。
総
合
計
画
や

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略

で
議
論
を
今
始
め
て
い
る
。
議
員

が
言
う
よ
う
に
、
い
い
ア
イ
デ
ア

を
出
す
こ
と
、
市
と
し
て
積
極
的

に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

確
に
し
て
い
る
が
、
林
業
経
営
に

適
さ
な
い
山
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
。
市
が
大
量
に
受
任
し
て
管

理
事
業
を
行
う
に
は
莫
大
な
経

費
が
必
要
。
経
営
ベ
ー
ス
に
合
わ

な
い
場
合
、
市
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
る
の
か
。

　

④
市
は
集
積
計
画
を
意
向
調
査

を
基
に
作
成
、
実
施
範
囲
を
ど
の

程
度
に
設
定
し
、
完
了
に
は
ど
の

ぐ
ら
い
の
期
間
を
要
す
る
の
か
。

　

⑤
法
で
は
森
林
所
有
者
に
対

し
て
災
害
等
の
防
止
措
置
を
規

定
。
従
わ
な
け
れ
ば
命
令
を
出

し
、
罰
金
を
科
す
。
路
網
整
備
が

進
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
を
起
因
と

し
た
土
砂
流
出
や
崩
落
等
が
発

生
し
て
い
る
。
施
工
方
法
、
規
格

な
ど
を
定
め
て
災
害
を
防
止
す

る
べ
き
。

　

①
林
業
公
社
を
つ
く
っ
て
経

営
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
②
第

２
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
検
討

を
進
め
る
。

　

③
間
伐
収
入
が
入
る
ま
で
は

赤
字
に
な
る
。
全
て
を
受
け
る
こ

と
は
難
し
い
。
④
何
年
以
内
に
計

画
を
つ
く
る
か
お
答
え
で
き
な

い
。
⑤
施
工
方
法
を
定
め
る
こ
と

を
県
と
も
相
談
し
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

と
し
て
100
億
円
を
使
う
考
え
は

な
い
か
？
私
は
ス
ぺ
イ
ン
風
邪

も
戦
争
も
知
ら
な
い
が
、
人
生
68

年
の
中
で
最
大
の
危
機
だ
。
市
役

所
の
中
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
り
、
ど
う
100
億
円
を
使
う

か
、
ど
う
市
民
を
助
け
る
か
、
ど

う
店
を
守
る
か
、
ど
う
真
庭
市
民

を
守
る
か
を
考
え
、
早
急
に
行
動

　

森
林
の
所
有
形
態
は
、
小
規

模
・
分
散
的
で
、
長
期
的
な
木
材

価
格
低
迷
や
所
有
者
の
世
代
交

代
な
ど
で
関
心
も
薄
れ
、
適
切
な

森
林
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

森
林
経
営
管
理
法
が
平
成
31
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
。
集
約
可
能

な
対
象
地
域
に
意
向
調
査
し
、
経

営
で
き
な
い
場
合
は
委
託
を
受

け
て
伐
採
等
を
実
施
す
る
権
利

森
林
経
営
管
理
法
で

新
た
な
林
業
政
策
を

答
太
田
市
長

答
新
田
産
業
観
光
部
長

コ
ロ
ナ
対
策
100
億
円

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

タブレットに100億円を打ってみました

岡山県森林組合連合会勝山支所の土場

答
吉
永
副
市
長

問氏

平

篤

正

問岩

本

壯

八



一般質問 一般質問
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②
政
府
は
、
雇
用
に
つ
い
て
は
雇
用

調
整
給
付
金
で
対
応
す
る
と
し
て
い
る

が
手
続
き
が
煩
雑
で
申
請
に
時
間
が
か

か
っ
て
お
り
、
解
雇
や
雇
止
め
が
発
生
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
真
庭
市
が
対
応
す

る
本
来
の
業
務
と
は
思
わ
な
い
が
、
今
日

の
状
況
を
見
る
と
、
緊
急
の
支
援
策
が
必

要
と
考
え
る
が
状
況
を
伺
う
。

　

③
高
齢
化
率
が
38
％
を
超
え
る
真
庭

市
に
あ
っ
て
、
高
齢
者
に
対
す
る
感
染
予

防
策
は
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。
第
２

波
・
３
波
の
感
染
拡
大
が
予
測
さ
れ
て
お

り
、予
防
に
必
要
な
物
資
の
確
保
は
大
丈

夫
か
伺
う
。

　

外
出
自
粛
の
影
響
を
受
け
て
深
刻
な

状
況
に
あ
る
。
３
月
30
日
第
１
弾
、
湯
原

温
泉
の
配
湯
料
免
除
。
宿
泊
・
食
事
券
の

６
月
19
日
実
施
。
国
と
県
、
市
の
役
割
分

担
、
国
や
県
で
補
完
で
き
な
い
と
こ
ろ
を

補
完
す
る
。

　

①
畜
産
関
係
、
大
変
だ
が
国
の
手
厚
い

価
格
安
定
制
度
が
発
令
さ
れ
て
補
填
さ

れ
て
い
る
。

　

②
労
働
行
政
は
、
国
の
専
権
事
項
で

あ
る
が
必
要
に
応
じ
て
要
望
も
し
、
市
民

の
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
必
要
な
対
策
を

打
っ
て
い
く
。

　

③
国
か
ら
真
庭
市
へ
、
サ
ー
ジ
カ
ル
マ

ス
ク
６
千
枚
を
頂
き
不
足
し
て
い
る
26

事
業
所
に
配
布
。
６
月
に
も
１
万
枚
を
追

加
配
布
予
定
。
消
毒
液
も
６
月
以
降
22
事

業
所
に
国
か
ら
直
接
配
布
の
予
定
。

　

中
国
武
漢
を
発
生
源
と
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
世
界
経
済
に
大
打

撃
を
与
え
て
お
り
国
内
に
お
い
て
も
特
措

法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

緊
急
対
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
い
ま
い
ち

ス
ピ
ー
ド
感
に
欠
け
て
お
り
、
国
民
生
活
が

窮
地
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

市
内
の
多
く
の
産
業
で
影
響
が
発
生
し

て
い
る
と
思
う
が
状
況
を
伺
う
。

　

①
農
林
業
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る

と
思
う
。
特
に
肉
用
牛
は
市
場
価
格
が
劇
的

に
下
落
し
て
お
り
、
事
業
の
持
続
が
困
難
な

状
況
も
考
え
ら
れ
、
早
急
な
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
太
田
市
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策

問柿

本

健

治

　政務活動費は、地方自治法に基づき「真庭市議会政務活動費交付条例」で定められ

た議員の調査研究、その他の活動に費やすため必要な経費として交付されます。月

額３万円を年度当初に一括交付し、残余がある場合は返還することになっています。

　真庭市議会では、１円以上のすべての領収書の提出を求めており、令和元年度の

精算内容を議会ホームページに公開しています。

政務活動費を公表

真庭家畜市場　草加部

ＱＲコードで真庭市議会ホーム
ページの政務活動費のページ
へアクセスできます
Ｑ：Quick
Ｒ：Response



　４月22日、文教厚生常任委員会は執行部との初顔

合わせを行い、令和２年度事業の説明を受けました。

主に新型コロナ対策の現状と取り組み内容でした。

この日から出席者全員マスクを着け、長机に1人着

座、窓を開け換気をしながらの会議となりました。

　次の常任委員会は、総務が５月11日、産業建設が12

日、文教厚生が13日に開催し、調査研究を行いました。

　４月28日の議会全員協議会と５月18日の委員会

活動報告会を、新型コロナ対策として広い会場で行

うこととし、狭い委員会室ではなく議場で開催しまし

た。古南議長は議長席から、原、岡﨑、河部、氏平各委

員長は答弁席から委員会の活動報告を行いました。

　６月１日、二川デマンド交通出発式が湯原健康増

進センターで開催されました。地域住民で組織され

た「二川デマンド交通協議会」が主となり、地域のあ

しを地域で支えることで、地域のコミュニティ力を

向上させ、住民の見守りの役割も担い、地域の活性化

に向け取り組んでいきます。

初顔合わせとコロナ対策文教委員会

全協と活動報告会を議場で

二川デマンド交通運行開始

　夏の風物詩である美甘夏

まつり、落合納涼花火大会、

湯原はんざき祭り、中和ふる

さと祭り、久世リバーサイド

フェスティバル、ひるぜん花

火大会、そして９月の敬老会

が新型コロナウイルスの影響

で中止となりました。

　また、４月、５月の岡山県

市議会議長会総会、中国市

議会議長会定期総会、全国

議長会定期総会も、書面によ

る開催に変更となり、８月開催の岡山県市議会議員研

修会も中止となりました。

新型コロナで中止・中止

GIKAI  NO  UGOKI

き
の

動
４月 ５月 ６月編

議 会

３月17日にリニューアル

長机に１人着座となりました

議場での全協は初めてです

二川地区を走るまにわくん

18

　議会報告会・市民と語る会正副班長、議会運営委員

会合同会議、災害対策委員会での協議結果を確認し、

議会運営委員会で新型コロナウイルス感染症の拡大

が懸念されるため、夏に予定していました「議会報告

会・市民と語る会」を中止と決めました。

　日程調整や会場手配にお世話をくださった皆さま

に厚くお礼を申し上げます。

今年度の「市民と語る会」は中止

昨年の久世の花火
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ここは市民みんなで
つくるページです
楽しい気持ちでご参加ください

SHIMIN
NO

HIROBA

市民
広場

の

▲三浦邸清掃奉仕作業の後に　河島

日本画　風景．零　稲岡篤

祭りの日　金田弘恵 ハッピー　法被　みゆきちゃん
桜可くん　1歳おめでとう

幸おばおうちプール大好き♥　てるてる

幼稚園の壁面　ひろちゃん
真庭のヒーロー★豆ちゃん

豆ぷeri 緑の中の、113歳旧遷と23歳Espa　野

広

議

報

会

　絵画、イラスト、書、写真などを募集して

います。住所、氏名、電話番号を書いてくだ

さい。ペンネームを希望される場合も連絡

先と氏名が書いてあることが必要です。

　「投稿！言いたい」は200字以内にまとめ、

ご応募ください。文責として氏名を掲載し

ます。誹謗中傷等の内容や紙面の都合上、

掲載できない場合があります。

募
集応募先 真庭市議会

宛先:20ページの帯欄に記載しています



志
村
け
ん
さ
ん
の
追
悼
番
組
は
泣
け
ま
し
た
。

岡
江
久
美
子
さ
ん
の
遺
骨
が
玄
関
に
置
か
れ
た

の
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
葬
儀
が
で
き
な
い
な
ん

て
・・・
。
世
界
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
57
万
人
超
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
方
は
１
，

３
０
０
万
人
超
、
重
い
数
字
で
す
。▼
２
０
２
０
年

の
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、学
校
の
教
科
書
に
載
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
、表
紙
に
世

界
地
図
を
選
び
ま
し
た
。
広
報
は
ま
ち
の
履
歴
書
と
い
う

言
葉
も
あ
り
ま
す
。
▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
１
年
延
期

と
な
り
、高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
も
甲
子
園
も
中
止
、東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
も
休
園
と
な
り
ま
し
た
。

家
で
自
粛
し
よ
う
と
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
叫
ば
れ
、
テ
レ
ビ

番
組
も
リ
モ
ー
ト
出
演
が
続
き
ま
し
た
。
▼
昨
年
訪
日
者

数
３
，
１
８
８
万
人
を
誇
っ
た
日
本
で
す
が
、
４
月
も
５
月

も
訪
日
者
数
は
99.9
％
減
で
し
た
。
中
国
武
漢
が
発
生
源
と

報
道
が
あ
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
日
本
政
府
も
対
応
の
ま
ず
さ
を

メ
デ
ィ
ア
か
ら
批
判
さ
れ
ま
し
た
。
真
庭
市
議
会
も
コ
ロ

ナ
対
策
に
追
わ
れ
ま
し
た
。▼
６
月
19
日
、県
を
ま
た
ぐ
移

動
や
都
の
休
業
要
請
も
解
除
、
無
観
客
で
す
が
プ
ロ
野
球

も
開
幕
し
、
日
常
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。▼
世
界

中
の
感
染
が
収
ま
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
1
日
も
早
く
ワ

ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
日
本
の
経
済

が
復
活
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。世
界
の
経
済
も
。そ
し
て

世
界
の

安
寧
も
。　

　

（
文
・
氏
平 

／ 

記
）

解
者
の
中
か
ら
５
人
に
「
は
ん

ざ
き
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
」
が
当
た

り
ま
す
。
は
が
き
に
答
え
と
あ
な
た
の

住
所
・
氏
名
を
本
ペ
ー
ジ
左
欄
に
記
載

し
て
い
る
真
庭
市
議
会
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
当
選
者
の
発
表
は
商
品
の
発

送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
締
切
は
８
月
31
日
（
月
）
で
す
。

　

前
号
の
応
募
総
数
は
71
通
で
、
正

解
者
71
人

で
し
た
。

ご
応
募
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し
た
。

月
定
例
会
は

９
月
７
日
㈪
か
ら
29
日
㈫

８
月
31
日
㈪
ま
で

９
　

９
月
定
例
会
の
請
願
と
陳
情
の
受
付
は
、
８
月

31
日（
月
）
ま
で
で
す
。
12
月
定
例
会
の
締
切
は
11
月

30
日（
月
）、
来
年
３
月
定
例
会
の
締
切
は
１
月
29
日

（
金
）、様
式
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
議
会
事
務
局
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。た
だ
し
、
土
日
祝
日
等
の
市
役
所
の

閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。

　

市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
が
あ
る
と
き
は
、

誰
で
も
請
願
や
陳
情
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。請
願
は
、議
員
の
紹
介
を
必
要
と
す
る
の
に
対
し
、

陳
情
の
場
合
は
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

９
月
定
例
会
の
請
願・陳
情
は 特

別
定
額
給
付
金

（
１
人
10
万
円
給
付
）の

真
庭
市
予
算
額
は
？

億
円

〇約

議会改革は新たなステージへ

本
会
議（
開
会
・
提
案
説
明
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
・
議
案
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

常
任
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

17
日

16
日

24
日 （

水
）

（
木
）

（
木
）

７
日

10
日

11
日

14
日

15
日

18
日

23
日

29
日

９
月

（
月
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
金
）

（
水
）

（
火
）

■
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開

会
し
ま
す
。
■
正
式
に
は
８
月
28
日
の

議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

エ
コ
バ
ッ
ク
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い▲ふるさと

１ 枚

目木川に架かる目木橋、目木大橋から撮影 旧国
道181号に架かる昭和９年3月にできた鉄筋コン
クリート橋、アーチ状のデザインが特徴 向こうに米
子道のトンネルが見えるのが、なんともよい

問 

題

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

事
務
局

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

学校の教科書に

真
庭
市
議
会
広
報
ま
に
わ
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をご覧ください
議会広報も第１号
から掲載しています

まにぞう

正

新型コロナ

氏
平
　
篤
正

大
月
　
説
子

緒
形
　
　
尚

谷
本
　
彰
良

初
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久
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俊
樹

20

QUIZ
GIKAI

7
15


